
初代藤田清兵衛の芸統

初
代
藤
田
清
兵
衛
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芸
統

名
古
屋
能
楽
堂
特
別
展
『
藤
田
家
伝
来
名
品
展
』
展
観
資
料
か
ら

は

じ

め

に

飯
　

塚
　
恵
理
人

平
成
一
〇
年
四
月
二
五
日
よ
り
五
月
二
四
日
ま
で
、
名
古
屋
能
楽
堂
の
開
館
一
周
年
を
記
念
す
る
特
別
展
と
し
て
、『
藤
田
家
伝
来
名
品

展
』
が
行
わ
れ
た
。
同
展
の
展
示
品
目
録
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
引
用
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。（
＊
を
つ
け
た
も
の
は
本
稿
で
扱

わ
せ
て
頂
い
た
資
料
。）

（
1
）
能
管
「
瓦
落
」

（
2
）
折
紙
（
飯
塚
注
：
「
瓦
落
」
の
）

＊
（
3
）
浄
岳
清
休
居
士
と
香
誉
貞
薫
信
尼
　
画
像

＊
（
4
）
笛
彦
兵
衛
伝
書
　
馬
淵
美
作
守
宛

大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
九
月
二
三
日

（
1
2）

天
鋼
女

命
　

画
像

へへ心

1
3）
稽
古
の
図

1
4）
古
今
稀
能
集
　
　
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年

1
5）
御
能
御
囃
子
留

（
1
6）
高
安
流

脇
方

伝
書

一

一

一



＊

へ

＊

へ
へ

ら
へへへ

5
）
血
脈
相

承
（
笛
祖
　

牛
太
夫
～

藤
田

清
九
郎

）

6
）
下

川
丹

斎
　

画
像

7
）
藤
田
三
郎
太

夫
　

教

訓
状

8
）
沢
庵
書

状
　

藤
田
清

兵
衛
宛

9
）
梅
花
集
　

呂

1
0）
梅
花
集
　

律

1
1）
大
乱
　

金
春
七
郎

＊

へ

＊

べ 1
7）

浄
岳

清
休

1
8）
物
翁

信
覚

（
1
9）
沢
庵

書
状

＊

へ
べ

2
0）

稽

古
’目

録

2
1）
頭

付
　

春

心
22

心

八
23

心

一 一 －

－ - ― J

一

一

画
像
画
像
下
川
丹
斎
宛

寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年

二
一
月
コ
二
日

頭
付
　
秋

頭
付
　
下
川
丹
斎
伝
授
　
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
五

月
三
日

目
録
か
ら
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
記
念
展
に
は
笛
方
藤
田
流
宗
家
藤
田
六
郎
兵
衛
重
昭
師
の
御
厚
意
で
、
尾
張
藩
初
代
藩
主
義
直
に
抱

え
ら
れ
、
幕
末
ま
で
御
役
者
笛
役
を
勤
め
た
藤
田
家
の
初
代
清
兵
衛
仁
関
す
る
資
料
が
多
く
展
示
さ
れ
た
。
初
代
清
兵
衛
は
学
僧
沢
庵
の

甥
に
あ
た
り
、
そ
の
出
自
が
幸
い
し
て
、
禁
裏
の
能
に
度
々
出
演
し
た
。
初
代
清
兵
衛
の
環
境
に
つ
い
て
、
沢
庵
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

（

注
1

）

（

注
2

）

尾
崎
久

弥
氏

が
「
藤
田

清
兵
衛

重
政
と
代

々
」

に
沢
庵
書

状
の
紹
介
を

行
っ
て

お
り

、
ま
た
そ

の
翻
刻
は
辻

宏
一
氏

が
「
藤
田

流
笛

の
宗

家
所
蔵

関
係

文
書
に

つ
い
て
I

手

紙
類
を
中

心
に
I

」
に
挙

げ
て

お
ら

れ
る
。
ま
た
大

谷
節
子
氏

は
清
兵
衛

が
御
水
尾
院

か
ら
和
歌
を
拝

（
注
3
）

領
し

た
こ

と
を
「
藤
田
清

兵
衛
拝
領

後
水
尾
院
和

歌

に
つ

い
て
」
に
、
近
衛
家

と
の
関
係

に
つ

い
て
「
藤
田

清
兵
衛

の
近
衛
家
往

来
－

『
尚

（
注
4
）

嗣
公
記
』
か
ら
I

」
に
述

べ
て

お
ら
れ
る
。

清

兵
衛

は
京
都
住

の
ま
ま
、

近
衛
家
よ
り
尾

張
藩
に
仕

官
す
る
こ
と

と
な
る
。
こ

の
時
に

は
、

清
兵
衛

の
芸
統

が
確

か
で

あ
る
こ

と
と

師
匠
よ

り
習
事

の
伝
授

が
済
ん
で

い
る
こ
と

が
条
件
と
な

っ
た
よ
う
で

、
召
し
抱
え

ら
れ

る
寛
永
六
年
の
二

・
三

年
前

か
ら
、

師
匠

の
下

川
丹
斎
よ

り
の
伝
授
を
示

す
書
類

が
多
く
与
え

ら
れ
て

い
る
。
こ

の
展

観
に
前
後
し
て

、
藤
田

師
の
御
厚
意

に
よ
り
、
私

も
藤
田

家

伝
書
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の
閲
覧
・

調
査
を
さ
せ
て

頂
く
こ

と
が
出
来
た

。
本
稿
で
は

、
『
藤
田
家

名
品
展
』
で

展
示
さ
れ

た
資
料
よ
り
、
特
に
初
代
清

兵
衛
の
芸

系
、

伝
授
事
関
係

の
資
料
を

選

び
、

伺
わ
れ
る
こ
と

に
つ

い
て

述

べ
て
行

き
た
い
。

二
　
『
血
脈
相
承
』
―
藤
田
流
の
芸
統

展
示
品
目
録
の
（
5
）
に
あ
た
る
。
一
枚
の
書
類
で
原
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
僧
侶
の
師
弟
図
と
同
様
血
脈
を
意
味
す
る
朱
線
で

系
譜
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
仮
に
『
血
脈
相
承
』
と
記
し
た
。
牛
太
夫
よ
り
、
藤
田
家
分
家
で
、
尾
張
藩
御
役
者
（
笛
）

で
一
代
抱
え
席
と
し
て
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
た
藤
田
清
九
郎
ま
で
の
芸
系
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
清
九
郎
が
尾
張
藩
御
役
者
に
な
る

際
準
備
し
た
書
類
の
控
え
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
藤
田
家
の
家
伝
と
し
て
伝
わ
る
系
図
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
の
で
こ
こ

に
翻
刻
し
た
。

一

一

一一

J
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翻
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図1 犬 『血脈相承』の冒頭部
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三
　

笛
彦
兵
衛
伝
書
『
笛
之
抜
書
』

展
示
品
目
録
の
（
4
）
に
あ
た
る
。
こ
の
伝
書
に
は
冒
頭
に
、
馬
淵
源
次
郎
宛
の
長
親
の
署
名
と
花
押
が
残
っ
て
い
る
。
も
と
は
長
親

の
書
簡
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
は
そ
の
残
欠
部
分
を
残
し
て
い
る
。
本
体
が
馬
淵
美
作
守
宛
の
笛
彦
兵
衛
の
「
笛
之
抜
書
」
と

い
う
短
い
書
簡
形
式
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
と
は
馬
淵
美
作
守
あ
て
の
笛
に
関
す
る
書
簡
を
繋
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

〔
前
の
部
分
の
書
簡
残
欠
〕

天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
二
月
吉
日
長
親
（
花
押
）

馬
淵
源
次
郎
殿
参

〔
笛
之
抜
書
〕

へ
笛
之
抜
書

一
　
へ
祝
言
の
笛
の
吹
様
。
心
を
、
い
か
に
も
は
っ
た
と
も
っ
て
吹
也
。
心
の
も
ち
や
う
に
よ
り
て
、
祝
言
、
愁
に
な
る
。
心
の
習
肝

要
也
。
貴
顕
の
人
の
前
に
て
笛
の
吹
様
、
呂
よ
り
吹
出
す
。
是
も
心
を
信
に
以
て
ふ
く
也
。
高
音
は
I
ツ
也
。
通
例
の
人
の
前
二
て
ハ
、
心
を

さ
う
に
以
て
、
い
か
に
も
さ
う
に
吹
也
。
下
の
人
の
前
に
て
ハ
、
さ
う
の
呂
一
ツ
か
ん
よ
り
吹
出
す
。
か
ん
の
名
は
ち
う
の
か
ん
也
。
い

っ
れ
も
か
し
ま
し
き
ハ
あ
し
か
り
。
人
の
吹
た
る
次
に
所
望
の
時
ハ
、
前
の
吹
た
る
て
の
っ
き
を
吹
へ
し
。

惣
し
て
人
の
前
に
て
笛
の
吹
様
の
事
、
其
座
式
の
貴
人
の
心
の
こ
と
く
笛
を
吹
出
也
。
其
故
は
、
其
貴
人
の
物
語
、
身
の
さ
う
か
う
を

一
　一
七



『笛之抜書』冒頭部の、前の書簡残欠部図2
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一

一
八

『笛之抜書』奥書図3
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見
き
で
ふ
く
也
。
お
も
し
ろ
か
ら
す
る
事
一
切
わ
ろ
し
。
面
白
く
吹
と
い
つ
は
、
愁
に
な
り
、
祝
言
に
ふ
き
、
を
の
れ
と
お
も
し
ろ
き
事

本
也
。
是
も
笛
の
稽
古
の
大
事
と
云
也
。

ゆ
り
の
数
、
祝
言
の
ゆ
り
、
前
五
ツ
・
後
ニ
ツ
以
上
七
也
。
是
か
う
し
や
う
の
祝
言
也
。
さ
う
の
ゆ
り
、
前
三
ツ
・
後
ニ
ツ
以
上
五
也
。

こ
れ
も
祝
言
也
。
愁
の
ゆ
り
、
前
五
ツ
・
後
三
ツ
以
上
八
也
。
く
り
あ
け
な
と
は
、
前
九
ツ
・
後
三
ツ
以
上
十
二
也
。

一
切
笛
の
ふ
き
や
う
、
た
て
花
に
た
と
へ
た
り
。
そ
れ
を
い
か
に
と
い
ふ
に
、
前

物
に
ハ
、
青
き
も
の
を
そ
、
互
色
と
り
た
る
や
う
に
、

謳
な
と
の
中
を
も
吹
也
。

ほ
ど
拍
子
か
ん
よ
う
也
。
か
ん
の
音
執
の
名
あ
り
。
か
ん
の
か
ん
・
中
の
か
ん
J
呂
の
か
ん
、
か
ん
の
ね
と
り
の
名
也
。
呂
の
音
取
は

い
つ
れ
も
祝
言
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　十

座
式
二
て
の
笛
の
吹
様
事
、
さ
し
き
を
へ
た
て
ぬ
れ
ハ
、
か
む
よ
り
吹
出
す
。
お
な
し
ま
な
れ
は
呂
の
ね
と
リ
也
。

舞
の
笛
事
、
舞
に
成
て
、
ヘ

ー
段
目
は
さ
う
に
、
へ
二
た
む
め
よ
り
の
り
て
、
こ
二
段
に
し
つ
ま
る
、
へ
四
段
め
よ
り
つ
ま
る
、
へ
五

段
急
也
。
壱
段
弐
段
と
云
に
、
鼓
打
切
る
と
き
を
、
ヘ

ー
段
へ
二
段
と
す
。

舞
の
心
を
凡
か
き
し
る
す
。
し
て
の
身
の
さ
う
か
う
に
よ
り
て
、
笛
も
つ
ヽ
み
も
吹
は
や
す
。
舞
の
ヘ

ー
段
め
に
て
ハ
、’
ふ
ゑ
の
て
ふ

く
へ
か
ら
す
。
へ
二
段
め
よ
り
こ
二
段
へ
四
段
ま
て
吹
也
。
五
段
に
ハ
吹
す
。
急
に
成
て
か
む
の
手
一
あ
り
。

笛
彦
兵
衛
尉

大
永
四

（
一
五

二
四

）
年
九
月

廿
三

日
　
　

栄
次
（
花
押

）

馬
淵

美
作
守

殿

一

一

九



四
　

『
笛
稽
古
目
録
』

ご
I
〇

展
示
品
目
録
の
（
2
0）
に
あ
た
る
。
藤
田
家
の
初
代
清
兵
衛
の
芸
系
に
つ
い
て
は
藤
田
家
に
『
由
緒
書
』
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

（

注
5

）

野
々
村
戒
三
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
清
兵
衛
は
直
接
に
は
下
川
丹
斎
の
伝
授
を
受
け
、
こ
の
『
由
緒
書
』
に
は
「
丹
斎
儀
は
一
子

も
無
御
座
上
、
清
兵
衛
儀
は
、
丹
斎
甥
に
て
、
千
葉
介
祐
胤
子
孫
、
殊
に
笛
執
心
不
浅
、
旁
以
家
傅
笛
に
秘
事
能
初
秘
書
共
、
不
残
相
傅

致
、
一
流
を
可
相
立
申
旨
、
被
仰
付
候
而
、
近
衛
様
に
御
側
相
勤
居
申
候
。」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
『
笛
稽
古
目
録
』
は
丹
斎
か
ら
清
兵
衛

が
皆
伝
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
尾
張
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
た
め
に
準
備
し
た
も
の

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

こ
の
『
笛
稽
古
目
録
』
で
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
末
尾
に
「
軍
陣
の
吹
様
」
で
終
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
「
軍

陣
の
吹
様
」
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
授
事
・
習
事
の
皆
伝
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
そ
の
後
代
々
に
わ
た
っ

（

注
6

）

一■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
I
I
　
　
I

て

、
「

陣

笛

」

が

特

別

な

も

の

と

考

え

ら

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

は

『

由

緒

書

』

に

、
「
其

掲

、

於

御

側

、

御

直

に

陣

笛

被

仰

付

、

謹

而

相

勤

申

候

處

、
目

出

度

と

の

御

意

被

為

在

、
右

笛

御

出

陣

之

節

被

仰

付

候

へ

ば

、
御

開

運

被

為

在

、
御

機

嫌

能

御

帰

陣

被

遊

候

秘

事

に

御

座

候

。
」

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
7
）

と

あ

る

こ

と

に

よ

り

伺

わ

れ

る

。
初

代

平

岩

加

兵

衛

の

『
勤

書
』

に

も

、「

於

御

軍

場

軍

笛

相

勤

中

候

儀

達

御

耳

、
御

家

御

普

代

被

仰

付

。
」

と
あ
る
。
こ
れ
も
加
兵
衛
が
「
御
軍
場
軍
笛
」
の
み
を
勤
め
た
の
で
は
な
く
、
伝
授
事
が
皆
伝
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
記
述
で
あ

ろ
う
。
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り

ほ

う

ゑ
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舞

（
1
2
9）
　
一

二
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四

（
1
2
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名
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笛
　

（
1
2
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徒

移

の

吹

き

や

う
　

（
1
2
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船
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の

ふ

き

や

う
　

（
1
2
8）
　一
　

む

こ

よ

め

軍

陣

の

吹
様

右
一
書
、
間
日
記
其
外
習
在
候
能
共
書
付
候
。
無
由
断
可
被
懸
心
義
専
一
候
。
努
々
他
見
有
間
敷
候
也
。

寛
永
四
（
二
（
二
七
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
川
丹
斎

極
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
押
）

藤
田
清
兵
衛
殿
参

五
　
藤
田
家
に
伝
わ
る
画
像
－

下
川
丹
斎
・
初
代
清
兵
衛
重
政
・
藤
田
重
貞

藤
田
家
に
は
、
下
川
丹
斎
の
画
像
が
一
点
、
初
代
清
兵
衛
重
政
の
画
像
が
二
点
、
三
代
重
貞
の
画
像
が
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

（

注
8

）

う
ち
①
の
下
川
丹
斎
画
像
と
、
②
の
藤
田
清
兵
衛
画
像
は
『
名
古
屋
市
史
　
風
俗
編
』
に
も
載
る
が
、
写
真
が
不
鮮
明
で
文
字
の
判
読
が
困

難
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
写
真
と
と
も
に
挙
げ
さ
せ
て
頂
い
た
。
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①
〔
下

川
丹
斎
画

像
〕
展
示

品
目
録

の
（
6

）
に
あ

た
る
。

願

ハ
た
す
け

た
ま
へ
や

弥
陀
如
来

ま
う
す
念

仏

ハ
を
ろ

か
な
り
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笛
竹
の
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も

す
が
た
も
消
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て

名
は
か
り
の
こ
る
曙
の
空

右
心
誉
丹

斎
大

徳
自
賛

俗
名
下
川
丹
波
守
入
道
重
次

寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）

壬
午
十
一
月
廿
三
日

卒
寿
八
十
有
四
葬
洛
大
雲
院本

光
愉
天
謹
書

一
五

下川丹斎画像図7
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〔
初
代
　

清
兵
衛

と
妻
〕

の
句

が
載

せ
ら
れ
て

い
る
。

〔
初
代
　
清
兵
衛
と
妻
〕
展
示
品
目
録
の
（
3
）
に
あ
た
る
。
こ
の
清
兵
衛
の
画
像
は
、
妻
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。
両
人
の
辞
世

ち
り
も
の
こ
ら
す

空
に
か
へ
し
て

露
の
身
も

よ
の
う
き
ふ
し
も

ふ
え
た
け
の

辞
世
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年

丁
巳
九
月
八
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逝
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七
十
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浄
岳
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休
居
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香
誉
貞
薫
信
尼

俗
名
藤
田
清
兵
衛
重
政

天
和
三

二

六
八
三
）
年

発
亥
四
月
廿
二
日
没
歳
七
十
七

辞
世

あ
り
か
た
き
み
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図10 上藤田重貞画像
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初代藤田清兵衛の芸統

六
　

ま
と
め

藤
田
家
は
、
初
代
清
兵
衛
が
義
直
に
抱
え
ら
れ
て
以
来
幕
末
ま
で
、
尾
張
藩
の
笛
方
を
支
え
続
け
た
名
家
で
あ
る
。
尾
張
藩
が
御
役
者

に
要
求
し
た
こ
と
は
芸
が
確
か
で
あ
る
こ
と
と
、
習
事
に
通
じ
て
い
で
藩
が
望
ん
だ
曲
を
い
つ
で
も
所
演
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
初
代
清

兵
衛
は
、
尾
張
藩
に
抱
え
ら
れ
る
前
の
寛
永
四
年
に
、
下
川
丹
斎
か
ら
『
稽
古
目
録
』
を
手
渡
さ
れ
て
い
る
。
藩
の
御
役
者
と
し
て
抱
え

ら
れ
る
以
前
に
、
自
分
が
正
統
の
師
よ
り
、
皆
伝
の
免
許
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
文
書
を
調
え
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
御
役
者
と
な
る
二
年
前
と
い
う
年
代
か
ら
考
え
て
、
こ
の
書
類
が
尾
張
藩
御
役
者
と
な
る
た
め
に
急
い
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
藤
田
清
兵
衛
は
結
果
的
に
尾
張
藩
に
抱
え
ら
れ
た
が
、
あ
る
い
は
他
の
藩
か
ら
声
が
か
か
っ
て
も
お
抱
え
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
書
類
を
準
備
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。（
急
い
で
準
備
し
た
と
思
わ
れ
な
い
た
め
に
年

月
日
を
変
え
た
可
能
性
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
。
）
藤
田
家
は
、
代
を
重
ね
、
尾
張
藩
か
ら
笛
方
藤
田
流
の
「
家
元
」
と
し
て
認

め
ら
れ
て
ゆ
く
。
藤
田
流
の
成
立
と
展
開
は
、
名
古
屋
能
楽
史
を
考
え
る
上
で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
藤
田
家
関
係
文
書
の
資
料

収
集
と
整
理
を
続
け
、
藤
田
家
の
歴
史
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
出
来
れ
ば
と
思
う
。
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